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実　践

１．はじめに

国士舘大学体育学部こどもスポーツ教育学科で
は、「体育・スポーツの得意な小学校教員」を養
成することを目指し、心身ともに充実した、高い
専門性と優れた実践力を身につけた教員を育てる
ことを目標としている。こどもスポーツ教育学科
では、小学校の教員免許状のほか、中学校・高等
学校の保健体育の教員免許状が取得可能であり、
学生たちは、より体育の専門性を兼ね備えた小学
校教員を目指し、勉学に勤しんでいる。

本学科では、卒業した学生が運動会の運営に携
わることを想定し、運動会に関する知識と運動会
を企画・運営する力を身につけるため、学生が自
ら企画・運営する「ミニ運動会」を平成 21 年度
から毎年、学園祭にて実施している2）5）。この「ミ
ニ運動会」により、学生たちは、運動会について
の知識や運動会の運営方法について学ぶだけでな
く、児童と触れ合うことや児童を理解することを
学ぶことができることから、「ミニ運動会」は学
生にとって地域の小学生と関わる大切な機会であ

ると考えられる。小学校教員を目指す学生にとっ
て、学生時代の早い段階から児童に関わる機会を
得ることは、児童への関わり方を学んだり、児童
を理解する力を養えたりと、後の教員生活に良い
影響を与えるといえよう。したがって、小学校教
員養成課程を持つ大学においては、大学での通常
の授業のほかに学生が児童と関わる機会を提供す
ることが学生の「教師としての資質」を向上させ
る上で重要であると考えられる。

本学科では、平成 22 年度の第２回目の「ミニ
運動会」の実施後、大学近隣の小学校において児
童のお楽しみ会を主催する方から「スポーツ講
習」の実施の依頼があったことがきっかけで、毎
年、「スポーツ講習会」を実施している。この「ス
ポーツ講習会」は学生たちが、年に数回、大学近
隣の小学校に出向き、地域の小学生を対象に様々
な運動遊びやスポーツの行い方や楽しみ方を教え
るものである。「体育・スポーツの得意な小学校
教員」を育成する本学科としては、「スポーツ講
習会」の実践を通して児童への関わり方を学ぶこ
とはもちろん、学生たちの体育の指導力を高める
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良い機会であると考えている。
そこで本研究では、大学近隣小学校での「スポ

ーツ講習会」の実践を通して、学生がどのような
ことを学んだのか、どのようなことを身につけた
のかを明らかにし、「スポーツ講習会」実践の意
義について明らかにしていく。また、「スポーツ
講習会」の実践を通して得た反省や課題をもとに、
より良い「スポーツ講習会」の実施方法について
も検討していくこととする。

２．「スポーツ講習会」について

2.1.「スポーツ講習会」の概要
「スポーツ講習会」は、大学近隣にあるM市立

T小学校の校外安全生活部と連携し、学生が主体
となり、T小学校に通う小学生を対象に、放課後
の時間（１時間程度）において「スポーツ講習」
を行うものである。T小学校の校外安全生活部は、
T小学校に通う児童の保護者の方々で構成されて
おり、定期的に児童のお楽しみ会を企画している。

2.2．「スポーツ講習会」の実施の手続き
「スポーツ講習会」は、T 小学校の校外安全生

活部から「国士舘大学の学生さんたちとのお楽し
み会」という名目で、子どもたちが楽しめる運動
遊びやスポーツを教えて欲しいとの依頼の下に実
施している。年度初めに、校外安全生活部の方々
との打ち合わせを通して年間の「スポーツ講習
会」の日程が決定する。多い時は年に８回か９回
実施することがある。これはT小学校周辺を多数
の地区班に分け、分けられた地区班ごとに「スポ
ーツ講習会」を実施しているからである。

2.3．「スポーツ講習会」への学生の関与
「スポーツ講習会」は先述のとおり、学生が中

心となって実施するものであることから、「スポ
ーツ講習会」に参加する学生の人数を確保しなけ
ればならない。したがって講習会の日程が近づい
たら、掲示板での告知や授業でのアナウンスを通

して、参加する学生の人数確保に努める。その結
果、スポーツ指導に興味を示す学生が毎回 10 人
程度集まり、講習会を運営している。なお、実施
日が水曜日の午後になることが多く、大学の授業
の時間割状況から、こどもスポーツ教育学科の３
年生が中心となり、講習を運営している。２年生
や１年生は、実施日に授業が無ければ参加するこ
とにしている。

2.4．平成25年度の「スポーツ講習会」の実施状況
表１は、平成 25 年度の「スポーツ講習会」の

実施日と担当学生の人数を示したものである。実
施場所は、原則体育館であるが、参加する児童が
多い場合は、校庭も使用する。同日、同じ時間に
講習を実施した５月 16 日を除いては、10 人前後
の学生が講習の運営を担当している。５月 16 日
では担当する学生を２手に分けて、講習を実施し
た。なお、第２回目の講習は、校庭での実施が予
定されていたが、雨天の影響で、室内でのレクリ
エーションに変更になった。５月 22 日の講習で
は３年生、２年生合わせて 14 人と多くの学生が
参加した。全体を見ると３年生中心の参加状況で
あるが、２月 12 日の講習では全員２年生で担当
している。これは、来年度の実施も視野に入れ、
２年生のみで講習の運営を経験する機会を確保し
たためである。なお、講習会に参加する児童数は、

表１　�平成25年度の「スポーツ講習会」の実施日と担当
学生の人数

1 5 16 3 6

2 3 4    2 2 6

3 5 22 3  12 2  2 14

4 6 12 3 8

5 6 19 3 10

6 7 18 3 5 2  6 11

7 10 23 3 10

8 2 12 2 8
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毎回異なるが、毎回 50～60 人程度であり、多い
時は 70 人程度になる。主に低学年児童の参加率
が高い。

2.5．平成25年度の「スポーツ講習会」の実施内容
「スポーツ講習会」は平成25年度で4年目を迎え、

25 年度は、実施する運動遊びやスポーツの選定
が課題となった。24 年度や 23 年度で実施した内
容を 25 年度の第１回目、２回目の講習で実施し
たところ、児童から「これ、前にやったことある」
など多少の不満の声が聞こえてきた。そこで学生
たちとの話し合いの結果、平成 25 年度は以下の
３つを中心にスポーツ講習を実施した。
・オセロゲーム

2チームに分かれてゲームをする。リバーシブ
ル（青色・ピンク色）の柔らかい素材の円形物注1）

を青色・ピンク色同じ数置き、各チーム青色・ピ
ンク色、どちらの色にひっくり返すのかを決める。
制限時間内にたくさんひっくり返し、色を変えた
チームの勝ち（写真１）。１対１でゲームするだ
けでなく、２対２とプレイヤーの数を増やしてゲ
ームするのも面白い。この「オセロゲーム」に似
た内容は、 小学校体育科の体つくり運動領域の

「多様な動きをつくる運動（遊び）」のパンフレッ
ト4）にも紹介されており、「体を移動する運動（遊

び）」の活動として取り上げることができるもの
である。この活動を通して楽しみながら、色々な
方向に素早く走って移動する多様な動きが身につ
くことが期待できる。

・ボールギャザーゲーム1）

１辺が５mくらいの正方形のコーナーにフラフ
ープを１個ずつ置く。中央にも１つ置き、その中
にボールを７個置く。コーナーのフラフープに各
チーム一人ずつ入り、笛の合図でボールを各自の
フラフープの中にできるだけ早く３個集めたチー
ムの勝ち。一度に運べるボールは１個である。他
のチームのフラフープの中からボールを取って、
自分のフラフープに移動させても良い。どこのチ
ームが最初に３つ集めるかわからないため、大変
盛り上がるゲームである（写真２）。この活動を
通して楽しみながら、素早さや敏捷性を高めるこ
とが期待できる。

・ディスク投げ
柔らかい素材でできた「フライングディスク」注2）

を投げることを楽しむ活動である。２人１組で対
人パスをしたり、グループになり円陣でパスをし
たりする（写真３）。また、学生が持つフラフー
プにディスクを入れるターゲット式の活動も取り
入れた。児童が「フライングディスク」という普

写真１　オセロゲーム 写真２　ボールギャザーゲーム
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段あまり扱わない用具を使うことで、児童の興味
を引くことができる。ディスクが柔らかい素材で
できている上、軽いことから安全性があり、低学
年の児童でも楽しく取り組める。

2.6．「スポーツ講習会」の実施のための準備
講習会実施１週間前に、学生が地区班の代表の

保護者に連絡を取り、正式な実施時間・実施場所、
参加する児童の人数を確認する。その情報を基に
参加する学生が事前に集まり、ミーティングを行
う（写真４）。ミーティングでの話し合い内容は
以下の通りである。
・講習会の時間、参加する児童の人数の確認
・当日の流れと安全管理等の留意点の確認
・役割決め
・実施種目のルールや指導方法の確認

・用具の準備等
役割決めでは、「司会」、「パフォーマンス披露」

（学生がリフティングやダンクシュート、バドミ
ントンのスマッシュ、器械運動の技を披露するも
の）、「準備運動係」の担当を決めるほか、誰がど
の種目を指導するのか、実施する３種目それぞれ
の運営係を話し合いの上で決定している。また、
講習会当日も早めに集まり、実施する種目の指導
方法について各種目のリーダー中心に打ち合わせ
をしている。

2.6.　�「スポーツ講習会」のプログラムと実施上
の留意点

第３回目～第８回目の「スポーツ講習会」のプ
ログラムと学生らが講習を実施する上での留意点
は以下に示す通りである。

写真３　ディスク投げ 写真４　「スポーツ講習会」へ向けての話し合いの様子

講習会の流れ

１．集合、整列

実施上の留意点

・司会が中心になり、児童を集合させる。
・司会以外の学生は、学年ごとに整列させることに

努める（６人の学生が前に立ち、学年ごとに並ぶ
よう呼びかける）。
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２．挨拶、自己紹介

３．パフォーマンス披露

４．準備運動（体ほぐし）
　体育館を色々な移動方法で動き回り、笛を吹いた
数の人数で集まって座る。

５．グループ分け
　再び集合し、３つのグループに分かれる。

・司会が自分たちは「どこの大学から来たのか」、
「大学で何を学んでいるのか」について簡単に紹
介する。

・学生が一人ずつ自己紹介を行う。学生の名前がわ
かるようにガムテープに名前を書いて貼り、児童
にわかりやすくする。

・参加する学生の得意とするスポーツを披露する。
・器械運動の技やダンクシュート、リフティングな

ど3つ程度披露する。

・走るだけでなく、サイドステップやスキップ、後
ろ向きに走るなど多様な動きを行うようにする。

・児童同士がぶつからないように安全に留意する。

・低・中・高学年の3グループに分ける。
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３．研究方法

「スポーツ講習会」の実践の意義を検討するた
め、以下のとおりアンケート調査を実施した。
（1）　�講習会参加学生を対象としたアンケート調

査の実施
「スポーツ講習会」に参加した平成25年度こど

もスポーツ教育学科２年生（８名）、３年生（22名）
を対象に「スポーツ講習会」に対するアンケート

調査を実施した。調査内容は以下の通りである。
・「スポーツ講習会」を通して学んだことは何で

すか。
・「スポーツ講習会」に参加して良かった点は何

ですか。
・「スポーツ講習会」の実施を通して、反省点や

課題があれば書いてください。
・今後の「スポーツ講習会」で取り入れた方が良

い種目、ゲームなどがあれば書いてください。

６．実技
　「オセロゲーム」、「ボールギャザーゲーム」、「デ
ィスク投げ」の3種目をローテーション方式で行う。

７．集合、整列、終わりの挨拶
　実技終了後、再び学年別に集合し、整列する。

・それぞれの種目のリーダーが行い方（見本）、ル
ール説明、安全指導を行った後、実技を開始する

・ボールギャザーゲームは各陣地に学生がつき、安
全管理に努める。

・1種目15分程度で終了し、ローテーションし、時
間配分に気をつける。

・次のセクションに移動する際、水分補給の時間を
取るようにする。

・司会から今日のスポーツ講習で楽しかった種目を
児童から聞き、振り返りをする。
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（2）　�T小学校校外安全生活部の保護者を対象と
したアンケート調査の実施

T小学校校外安全生活部の保護者（６名）を対
象に国士舘大学の学生による「スポーツ講習会」
の実施に関するアンケート調査を実施した。調査
内容は以下の通りである。
・学生たちの「スポーツ講習会」の運営状況はい

かがでしたか。
・「スポーツ講習会」に対する子どもたちの反応

はいかがでしたか。
・「スポーツ講習会」における学生たちの印象や

姿について教えてください。
・「スポーツ講習会」で実施している種目は適切

ですか。また実施して欲しい種目等あればご記
入ください。

・その他「スポーツ講習会」に対するご感想、ご
意見あればご記入ください。

４．結果と考察

4.1．講習会参加学生を対象としたアンケート調
査の結果

学生を対象としたアンケート調査から得られた
学生の自由記述を、三小田・藤井5）の研究を参考
に「指導力」、「体育・スポーツの知識」、「児童理

解」、「児童の実態把握」、「企画・運営力」の５つ
のカテゴリーに分類し、考察することとした。

4.1.1．「スポーツ講習会」を通して学んだことに
ついての結果

図１は、「スポーツ講習会」を通して学んだこ
とについての自由記述を分類した結果を示したも
のである。一番多かった記述は「指導力」に関す
るものであり（記述数：25）、「いかに簡潔に説明
をわかりやすく子どもたちに伝えるか」、「実際に
子どもたちにルールを教えたりすることの大変さ
を学んだ」、「子どもたちに一からスポーツを教え
る難しさ」などの記述がみられ、学生は児童に対
して運動の行い方やルールについて説明すること
の難しさを感じていることが明らかになった。ま
た、「子どもたちをまとめるには、話す内容や順
番をしっかり考えてから前に出なくてはならな
い」などの記述もみられたことから、学生たちは、
児童の前に立って話すことの大切さを感じていた
と推察できる。さらには「安全の配慮」、「しっか
り子どもたちを見て、危険な行動をさせないよう
に気をつける必要があることを学んだ」など安全
指導に関する記述も多数みられた。安全指導は体
育授業を行う上で重要なことであることから、参
加した学生は講習会を通して安全指導の重要性を

25
6

13
5
6

図１　「スポーツ講習会」を通して学んだこと
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感じることができたと考えられる。「児童理解」
に関する記述もやや多くみられ、「児童との関わ
り方、接し方」と記述した学生は8名いたことか
ら、講習会を通して児童と関わることで学生は児
童理解についての学びを得ることができたといえ
る。

4.1.2．「スポーツ講習会」に参加して良かった点
についての結果

図２は、「スポーツ講習会」に参加して良かっ
た点についての自由記述を分類した結果を示した
ものである。これをみると「児童理解」に関する
記述が大多数を占めていることがわかる（記述
数：23）。具体的には、「たくさんの子どもたちと
触れ合えたこと」、「子どもたちと一緒に楽しくス
ポーツができたこと」、「子どもとの交流の仕方が
学べたので良かった」、「子どもに対しての接し方
を勉強できた」などの児童との関わりに関する記
述が多くみられた。このことから「スポーツ講習
会」は学生にとって児童と関わる大変良い機会で
あることがうかがえる。また、「誰でも楽しめる
スポーツを知ることができた」、「スポーツについ
て学べた」、「自分の知らないスポーツを知ること
ができた」、「体育教材の研究ができたこと。この
講習会に参加しなければ知らずにいた」などの記

述がみられたことから、「スポーツ講習会」を通
して体育・スポーツに関する新たな知識や教材、
指導方法を知ることができた学生が多数いた。よ
ってスポーツ指導を学生自ら実践する機会を設け
ることで、学生自身の体育・スポーツ指導に関す
る知識や実践力を高めることが可能であると考え
られる。さらには、「各学年の児童がいて、低学
年の動き、中学年の動き、高学年の動きというの
が、自分の予想しているものとは違ったため、参
加して知れたのが良かった」、「１～６年生までの
学年混合で行ったのは初めてで、色々な子どもの
特徴を一気に知れて勉強になった」などの「児童
の実態把握」に関する記述も多数みられた。「ス
ポーツ講習会」は学生が記述する通り、１年生～
６年生、全学年を対象とするものであることから、
学生にとって各学年段階の児童の実態を知る上で
は有効な機会であるといえる。

4.1.3．「スポーツ講習会」の実施を通しての反省
点や課題についての結果

図３は、「スポーツ講習会」の実施を通しての
反省点や課題についての自由記述を分類した結果
を示したものである。 これをみると「指導力」、

「企画・運営力」に関する記述が多くみられたこ
とがわかる（記述数：「指導力」21、「企画・運営

8
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5

図２　「スポーツ講習会」に参加して良かった点
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力」20）。
「指導力」に関する記述では、「もっとこちらの

指示を工夫し、教える内容をより研究すること」、
「教え方や説明の仕方をもっと工夫できたらよか
った」 などの記述がみられ、「スポーツ講習会」
の実施を通して児童に「教える」ということに対
して課題を持っていた学生がいたことが明らかに
なった。また、「話を聞かずに遊んでいる子など
への注意が大変だった」、「道具を使って遊んでい
る子どもたちを注意すべき場面ではきちんとすべ
きだった」などの記述もみられ、児童に対して

「注意をする」、「けじめをつけさせる」ことの大
切さを感じている学生もいた。児童に対して「学
習内容を適切に教える」、場合によっては児童に

「注意を促す」、これらは学校教育において必要と
される教員としての資質であるといえる。実際、
児童に運動やスポーツを指導する経験を通して、
教育に対する課題を持てたことは、今後の教員生
活に大いに影響するものと考えられる。
「企画・運営力」に関する記述では、「時間通り

にうまく回らなかったところ」、「時間配分の曖昧
さ」、「進行がスムーズにいかなかった」、「競技の
説明が長かった」などの時間配分や講習会運営状
況に関する記述が多数みられた。時間配分や運営
状況に関する反省が出たことから、時間内で計画

的に実施するため、打ち合わせの段階で参加者全
員が講習会の流れや実施する種目の内容（行い
方・ルール）をしっかりと把握する必要があると
考えられる。また、「事前に競技の説明の仕方や
デモンストレーションの仕方をもっと話し合って
おけばよかった」、「もっと考えて準備してから講
習会をしたほうがよかった」などの記述もみられ
た。今回は新たな種目も取り上げて行うというこ
ともあり、事前の講習会に向けての話し合いがよ
り必要であったが、話し合いの時間がそれほど多
くなく、また事前の話し合いに参加者全員が集ま
れなかった状態で実施に至ったため、このような
反省・課題が出ていると考えられる。よって次年
度も新たな種目を実践することを考えると講習会
前の参加者でのミーティングをより一層充実させ
ることが必要である。しかしながら、今回参加し
た学生は、「スポーツ講習会」 の実施を通して、
講習会の時間配分や事前準備の重要性を感じるこ
とができたのではないかと考えられる。

4.1.4．今後の「スポーツ講習会」で取り入れた
方が良い種目、ゲームについて

表２は、今後の「スポーツ講習会」で取り入れ
た方が良い種目についての一覧である。様々な種
目が提案されているが、全学年の児童が参加する

21
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図３　「スポーツ講習会」の実施を通しての反省点や課題
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ことから、学校体育で行われるボール運動の教材
を実践することが難しいといえる。しかし、各学
年で差の生まれない種目、異学年間で交流できる
ゲームは今後検討していく余地があると考えられ
る。また昔遊びなど、今の子どもたちが行わない
遊びを取り上げてみることも検討できる。

4.2．T小学校校外安全生活部の保護者を対象と
したアンケート調査の結果

表３はT小学校校外安全生活部の保護者を対象
としたアンケート調査から得られた記述を質問項
目ごとに示したものである。
「学生たちの運営状況」についての質問に対し

ては、「とてもてきぱきしていた」、「安心して任
せることができた」、「とてもスムーズで慣れてい
る印象を受けた」、「進行も学生というより本当の
先生の様にも見えた」などの回答が得られ、学生
の「スポーツ講習会」の運営に対して好印象を持
っていることが明らかになり、学生たちの運営状
況を高く評価している傾向にあった。学生のアン
ケート調査から、運営状況には課題を残す結果で
はあったが、保護者の方々からの学生たちの運営

状況に対する暖かい回答をいただけたことは有難
いことである。また、「トイレ、水分補給のタイ
ミングも良かった」、「子どもの体調などの様子を
見てくれて有難かった」などの回答も得られたこ
とから、事前のミーティングで水分補給のタイミ
ングや安全管理について打ち合わせをした成果が
あらわれているといえる。
「スポーツ講習会」に対する子どもたちの反応

についての質問に対しては、「とても活発に動き、
とても楽しそうに参加していた」、「とても盛り上
がっていた」などの回答が得られ、「スポーツ講
習会」に対する児童の反応は良好であったと推察
できる。その反面、「楽しんでいたが、子供によ
っては慣れるまで（その雰囲気に）時間がかかる
子もいた様に思う」、「高学年は、時間が経つと元
気よく活動できていたと思う」などの回答もあっ
た。参加する児童が、講習会の雰囲気に溶け込め
るような手立てを今後、検討していく必要がある
と考えられる。
「学生たちの印象や姿」についての質問に対し

ては、「礼儀正しく、明るく、元気の良い姿だっ
たと思う」、「あいさつ、態度、すべてにおける印
象に好感が持てた」などの回答が得られ、保護者
の多くは、学生たちの印象や姿に対して好印象を
持っていたことが明らかになった。「きちんとし
た身なりをしていた。あいさつもきちんとしてく
れた」との回答も得られ、身なりやあいさつに関
しても好印象であったといえる。「礼儀正しい」、

「元気が良い」、「きちんとした身なりをする」、「あ
いさつをする」ことは教員としてはもちろん、社
会人として仕事をする上で大切なことである。こ
れらのキーワードが保護者の方々から得られたこ
とは、教員養成を行う本学科として大変嬉しいこ
とである。
「実施種目の適切性、実施して欲しい種目」に

ついての質問に対しては、「普段やることのない
ものなのでとても楽しんでできると思う」、「低学
年も高学年も楽しめる種目だったと思う」などの
回答が得られ、実施した種目に対して良い反応が

表２　�今後の「スポーツ講習会」で取り入れた方が良い
種目、ゲーム
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表３　T�小学校校外安全生活部の保護者を対象としたアンケート調査の結果
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得られた。しかし、バスケットボールなどボール
を使ったゲームや体だけで楽しめる種目を実施し
て欲しいとの声もあり、26 年度はさらなる実施
種目の検討が求められるといえる。
「スポーツ講習会」 に対する感想、 意見では、

「スポーツ講習会」の内容や実施方法、学生の姿
に対しての良好な回答を得ることができた。意見
として「学年ごとに分かれて行うのも良いが、1
種目くらいは色々な学年との交流もしていただく
とありがたい」という回答を得られたことから、
学生たちを対象としたアンケート調査の結果でも
述べた通り、異学年間での交流も視野に入れた内
容を検討していくことが今後の課題であるといえ
る。

５．「スポーツ講習会」実践の意義について
以上の結果から、学生主体で行う「スポーツ講

習会」の実践の意義は以下のようにまとめること
ができる。
① 「スポーツ講習会」の実践を通して、児童に対

して運動・スポーツを指導することの難しさ、
安全指導の重要性に気づくことができる。

② 「スポーツ講習会」は学生にとって児童と関わ
ることができる良い機会である。

③ 「スポーツ講習会」で実際、児童に指導するこ
とで、体育・スポーツ指導に関する知識や実践
力を高めることが可能である。

④ 「スポーツ講習会」は全学年を対象とする講習
であることから、１年生～６年生の児童の実態
を把握することができる有効な機会である。

⑤ 「スポーツ講習会」の実践を通して、児童への
指導の仕方や運営要領についての振り返り、今
後の教育活動に活かすことができる。
本学科の学生は、４年次に小学校と中学校もし

くは高等学校の教育実習を迎えるが、その前段階
として、２年生や３年生の時期にこのような「ス
ポーツ講習会」を通して児童に運動・スポーツを
指導したり、様々な児童、１年生～６年生、全学
年の児童と触れ合ったりすることは「教育実習の

事前学習」としても大変意義のあることではない
かと考えられる。 また、「スポーツ講習会」 は、
T小学校校外安全生活部の保護者の方々との連携
を通して行うイベントであることから、学生が保
護者と関わる良い機会でもあるといえる。教員養
成の時期には、保護者と関わる機会が少ないが、
実際、教員になった時は、保護者とコミュニケー
ションをとる機会は多々ある。「スポーツ講習会」
を通して保護者の方々と事前に連絡を取り合うこ
とや当日関わりを持つことで、保護者とのコミュ
ニケーションを取ることが可能である。

先述のとおり、本学科は「体育・スポーツの得
意な小学校教員」を養成することを目指しており、
さらに池田 3） は、こどもスポーツ教育学科では

「体育・スポーツのもつ教育的な可能性や魅力を
最大限に引き出すことができる小学校教員の養成
を目指している」と述べている。このことから、
児童と共に体を精一杯動かし、児童にスポーツを
することの楽しさを伝えることができる「スポー
ツ講習会」を学生主体で実践することは本学科の
目指す教員養成の目標に近づける一手立てになる
のではないかと考えられる。よって、今後、多く
の学生が「スポーツ講習会」に参加し、様々な経
験を通して成長し、教員を目指してくれることを
願いたい。

６．今後の「スポーツ講習会」の課題
今後は以下の２点について検討していくことが

課題である。
講習会の流れ、運営要領（実施種目のルールや

指導方法、安全指導など）を確認するため、講習
会前の参加者でのミーティングをより一層充実さ
せること。

次年度に実施する種目は今年度の実施種目を参
考にし、さらなる検討が必要であること。また、
異学年間での交流も視野に入れ、全学年で取り組
める種目を検討すること。

実施する回数が増えるごとに様々な課題が出て
くるが、このような講習会の課題を一つ一つ克服
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していくことで、児童が楽しいと思える「スポー
ツ講習会」、保護者の方々が「また、やって欲し
い」と思える「スポーツ講習会」になると考えて
いる。 こどもスポーツ教育学科において、 この

「スポーツ講習会」が今後、益々発展し、大学と
地域をつなぐ良い架け橋になっていくことを期待
したい。

注

１） オセロゲームの円形物は、「屋内スポーツリバー
シ」（エバニュー社製）を使用した。

２）「フライングディスク」はDODGEBEE270（ラン
グスジャパン社製）を使用した。
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